


1.  銅製の雄羊のついた大理石製の円筒印章。
右はその印影。メソポタミア（イラク）、ウ
ルク、紀元前3000年頃、ベルリン近東博物
館。王が〈生命の樹〉の枝でイナンナ女神の
群れを養っている。すなわち王は、イナンナ
の戒めに従って、その民を養うのである。

2.  アルゼンチン、サンタクルス州、リオ・
ピントゥラス近郊の岩陰、周囲に着色料を吹
きかけて写し取った陰画の手形。フアン・シ
ョビンガーとカルロス・Ｊ・グラディンによ
ると、これは陰画の手形のうち最古のもので、
紀元前9000年紀にさかのぼる。同じ岩面上
に、ジグザグの文様と他の表意記号が見え、
後代には四足獣の絵も付加された。選ばれた
岩面は聖なる場と考えられ、数世代を経た後
にも人々はそこへ回帰した。高く上げた手や
腕が祈る者のしるしであるように、岩面に写
し取られた手形は儀礼のしるしである。

 │宗教史学と宗教人類学
　ミルチャ・エリアーデは、宗教史学の三つの方法ないしは手続きを明らかにした。最
初の方法は、厳密な意味での歴史学的方法である。資料をその特性に応じて適切な次元
で扱うために、発見的方法論、資料収集、資料批判、資料分析といったあらゆる手段を
用いなければならない。
　宗教に関するあらゆる資料は、宗教の体系に応じてそれ自体として検討される必要が
ある。なぜならこの種の資料はその体系によって、宗教現象のうちにそれぞれ位置づけ
られるからである。現象学者はそれらの資料を（供犠、祈禱、奉献などと）命名・分類
し、それらの本質と構造を理解しようとする。現象学者は、そうすることで一つ一つの
資料に関する歴史的＝文化的条件付けのみならず、聖の経験を生きた（生きる）人間の
行動の軌跡をも考慮に入れるのである。このような現象学こそが、二つ目の研究方法で
ある。
　現象学者の作業は、三つ目の方法にも及ぶ。すなわち事実や現象をシニフィアン（記
号表現）として検討し、その解釈を提示しようとする解釈学の方法である。解釈学は解
釈の科学である。
　この解釈学的方法によって、歴史家は、歴史的事実の立て役者、すなわち人間それ自
体と出会う。それゆえ、解釈学的方法は、聖なるものの象徴体系全体の創始者もしくは
利用者としての人間に強い関心を寄せる宗教人類学の橋渡しを必要とするのである。つ
い最近の仕事でいうと、宗教人類学は、カール・グスタフ・ユング、アンリ・コルバン、
ジョルジュ・デュメジル、ミルチャ・エリアーデ、アンドレ・ルロワ=グーラン、ジル
ベール・デュラン、ジュリアン・リースらによる象徴体系の人類学に属する。
　人類学が人間の科学であり人間に関する言説であるならば、宗教人類学は、宗教的事
実を超えて、聖なるものを生きる人間を理解することに捧げられるであろう。また宗教
人類学は、人間の表象、人間の固有の条件、人間が世界のなかで果たそうとした役割と
いった観点から、人間をひたすら研究しようとする。ホモ・レリギオーススの思考の構
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